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葉山町教育委員会４月定例会会議録 

 

１ 開会年月日  令和６年４月１７日（水） 

２ 開 会 場 所  保育園・教育総合センター 会議室 

３ 出 席 委 員  教育長  稲垣一郎 

         教育長職務代理者  小峰みち子 

         委 員  鈴木伸久 

         委 員  下位勇一 

         委 員  清水衣里 

４ 出 席 職 員  教育部長  虫賀和弘 

         教育総務課長  武藤達矢 

         生涯学習課長兼図書館長  守谷悦輝 

         学校教育課指導主事  沖野僚太郎 

５ 議   長  教育長  稲垣一郎 

６ 書   記  教育部長 虫賀和弘 

７ 開   会  午前９時５８分 

８ 閉   会  午前１１時３３分 

９ 次   第  日程第１ 前回会議録について（葉山町教育委員会３月定例会会議録） 

日程第２ 教育長の報告事項について 

日程第３ 議案第１号 葉山町立小・中学校使用教科用図書の採択方針につ

いて 

日程第４ 議案第２号 葉山町学校運営協議会委員の委嘱について 

日程第５ 議案第３号 葉山町いじめ問題対策連絡協議会委員の委嘱につい

て 

日程第６ 陳情第１号 2024年度における公正な教科書採択を求める陳情に

ついて 

日程第７ 各課からの報告 

     ① 学校教育課 

      ・葉山町立学校におけるＩＣＴ教育推進指針の一部改正 

     ② 生涯学習課 

      ・史跡長柄桜山古墳群第１号墳オープニングセレモニーについ

て 

日程第８ その他 

 

（開会宣言） 

教 育 長） それでは、ただいまから葉山町教育委員会４月定例会を開会いたします。 
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本会議につきましては、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第 14 条第３項

の規定による定足数に達しておりますので、有効に成立しております。 

時刻は９時 58 分です。 

本日の日程といたしましては次第のとおりです。 

会議次第について、ご異議ございませんか。 

委 員 全 員） 異議なし。 

教 育 長） ご異議なしと認めます。 

会議録作成上、質疑の際は挙手していただき、委員の名前を指名した後、発言し

てください。また、質疑をされるときは、質疑の内容を明確にお願いいたします。 

 

（前回会議録について） 

教 育 長） 日程第１「前回会議録について」を議題とします。 

教育部長、説明をお願いいたします。 

教 育 部 長） それでは、３月定例会につきましてご報告いたします。 

各委員の皆様には会議録を配付させていただいておりますので、内容については

省略させていただきます。 

なお、３月定例会は教育長及び教育委員の出席が５名、開会 15 時４分、閉会 15

時 51 分でございます。 

以上です。 

教 育 長） ありがとうございました。ご意見、ご異議はございませんか。 

委 員 全 員） 異議なし。 

教 育 長） ご異議なしと認めます。 

以上、前回会議録については、原案のとおり承認されました。 

 

（教育長の報告事項について） 

教 育 長） 日程第２「教育長の報告事項について」を議題といたします。 

 別紙をご覧いただくと、７件ございますけれども、一番最後の12日の県市町村教

育委員会連合会総会につきましては、私の報告ではなく、小峰委員にご出席いただ

いておりますので、日程第８でご報告いただく形になりますので、よろしくお願い

できればと思います。 

先回３月の定例会、時間が非常に短く、議会絡みもお話ができませんでしたので、

まずは、ここにはございませんけれども、３月に行われた第１回の定例会の一般質

問についての部分は、少し冒頭で触れさせていただければと思います。よろしくお

願い申し上げます。 

まず、３月19日（火曜日）に、長柄松久保にあります畠山重忠の碑についてのご

質問がございました。これは、現神奈川新聞社が昭和 10 年に、創業 45 周年を記念
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して、神奈川県下の45か所の名所旧跡を読者投票により決めて、記念碑を建立した

ものですが、現在町のこの記念碑の扱いについてどうなっているんだということで

質問があったものです。この碑自体は、文化財ではありませんので、今後神奈川新

聞社に問合せの上、どのようにしていくのかということも含めて、町として検討し

ていくと回答しております。 

続いて、学校再整備についての現状についてのお尋ねがありましたので、これに

つきましては、昨年12月の議員懇談会でお示ししたとおり、小中一貫校の必要性・

有効性は少しずつ浸透してきており、令和６年度からは実現化のフェーズに入って

くること、この間は、１月に第１回の学校施設在り方検討会を開催し、東京杉並区

への先進地視察や学校運営協議会への情報提供等を行ってきた旨、報告させていた

だきました。今後は町民の皆様のご意見を丁寧に伺いながら対話を進め、基本構

想・基本計画の業務委託契約の進捗と併せて、議会、町民の方々へ適宜説明させて

いただくことも報告させていただきました。 

また併せて、２校同時に建設を考えているのか、さらに、上山口小学校の今後の

存続の在り方と住民の不安がないようにとのお話もいただきましたので、教育環境

の平等性を担保できるように、財政面も勘案しながら進めることや、上山口小学校

については、今後地域との会話やアンケートなどもさせていただくことを検討して、

丁寧に進めていくことをお話ししております。 

学校給食費の負担軽減の取組についてもお尋ねがありましたので、物価高騰の時

世にありながら、給食費の値上げは次年度想定は現在していない、つまり今年度は

想定していないということです。ということについてお答えしました。 

さらに、２回、児童からの給食のアンケートを取ることで、質の低下を防ぐとい

うことも回答させていただいております。 

３月21日（木曜日）には、香りの害、香害のその後の対応、それからスクールフ

ァンドの今後の検討について、さらには中学校の部活動の支援についてのお尋ねが

ありました。 

香害については、今後も継続的に学校で周知して、さらにマイクロプラスチック

の害も併せて行うこと、クラウドファンディングにつきましては、学校の希望に応

じてファンドを行っていけるよう、やり方を整備して実現化に向かわせたいこと、

中学校の部活動の支援については、部活動支援員を学校の求めに応じて派遣してい

くことをお答えしております。 

さらに、学校の、これは防災のレベルからのご質問でしたが、ガラスの飛散防止

フィルムの実態についてのお尋ねがありました。体育館については、飛散したガラ

スが細かくなるもの、危険がないように細かくなっていくもの、教室には全て飛散

防止フィルムが施工されていることを回答させていただいております。 

また、先ほど出た学校再整備についてですが、できれば１年でも早い前倒しが可
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能なのかというご質問がございましたが、これにつきましては、段取りをしっかり

としながら進めてまいりたい旨をお話をしてあります。 

以上で、細かいこともさらにございましたが、議会の一般質問についてのご報告

とさせていただきます。 

それでは、今回別紙に載っている報告をさせていただきます。 

まず、委員の方々もご出席をいただきましたが、３月25日の月曜日には学校教育

シンポジウムを開催させていただきました。今年で３回目の開催になります。今年

は「みんなの学校」の上映会と、当時の校長であった木村泰子さんにおいでいただ

き、パネルディスカッションを行いました。多くの来場者や、ユーチューブでオン

ラインを視聴していただいた方がおられたので、楽しくも、様々な教育という視点

での啓発がされた会となったと思っております。おおよそですが、入場者数は 200

名強ですかね。それから、オンラインでは 80 から 90 の方が参加されたと確認して

おります。 

パネルディスカッションには、山梨町長、学校からは、ことば・きこえの教室か

ら奥村先生、ＰＴＡ代表で宮下元会長にご登壇いただき、木村泰子さんの優しくも

厳しい言葉を皆さんで共有し、今後の葉山町のインクルーシブな学校や町の在り方

を思考できたひとときとなりました。 

特に木村先生の言葉で、私として心に残ったのは、教員の力、指導力が強くなれ

ば、子どもをかぶせていく、学校に行けない子が増えてくる。子どもが、子どもの

力が勝ったら学級崩壊。だから、学校という場所に力は要らないという言葉。さら

に、教育は子どもを変えるんじゃなくて、大人が変わることであるという言葉。さ

らに、暴れている子に何かできることはあると聞く大人になっていくべきなんだと

いうこと。全ての子どもの学びを保障する学校をつくる、これだけ「みんなの学校」

の最上位目標…最上位目的があったというお言葉。問い直すのは自分ごとにしてい

くことだということ。生きている以上、人は失敗をする。失敗したくなければ動か

なければいいという話。何でもできて当たり前、１つ失敗した、迷惑をかけてはい

けません、役に立つ人になるために学校があります、何かこういう学校の呪いを残

念ながら受けているのではないかという言葉。最後に、学校の教員は風であると。

地域住民は土で、いつも土を耕し続けると。続ければそれでしっかりと学校は地域

に根づいていくんだというお話をされていたのが印象に残ります。教育委員の方々

もおいでいただきましたので、後ほどご感想等を頂けるとありがたいと思っており

ます。 

木村先生とは、このパートタイムで１回で終わるつもりはないと申し上げたとお

りで、実はこの24日に、教育委員会の指導主事等と、このときにお寄せいただいた

質問にお答えをするという話をしていますので、Ｚｏｏｍで２時間ばかり話をして、

このときの質問のご回答を頂いたりとか、当然指導主事の勉強にもなりますので、
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そこの中でしっかりと話をしていきたいと思っております。 

それでまた終わるわけでもなく、定期的に木村先生は葉山にも、東京方面に来ら

れたときに、翌日何もなくて大丈夫なときにはボランティアで遊びに来たいとおっ

しゃっていますので、次は学校に行きたいとおっしゃってました。学校に行って、

自分に１時間くれれば１時間話をするよということもおっしゃってますので、そん

なこともしていただくということで、継続的に、せっかくのご縁ですので、これか

ら先も、木村先生にはおいでいただき、さらにＺｏｏｍでいろんな形での勉強会を

やっていくということを、定期的に行っていくべきだと考えているところです。 

３月 25 日の関係については以上でございます。 

翌日、26 日（火曜日）には、昨年度最後の湘三管内の教育長会議が湘三教育事務

所で開催されております。 

まず特に３月期においては、３月13日に神奈川県教育長からの綱紀保持が出てお

ります。令和５年度の懲戒処分は、残念ですが、18 件となりまして、うち、わいせ

つな行為に関係する処分が 11 件ということで、平成 18 年以降最多になってしまっ

たという部分がございました。神奈川県全体として懲戒についての様々な不祥事に

ついては根絶に取り組んできたことがこの結果になっているということについては、

教育委員会としては痛恨の極みであり、慚愧の念に堪えないと教育長がおっしゃっ

ておられます。18 件のうち、義務教育の事案は 11 件であり、自治体としても再度

教育公務員としての意識の醸成に努める必要があると考えています。 

続いて人事の件ですが、これについては特例再任用校長が湘三地区では３名増加

で17名となっています。葉山の管内の中では、葉山小学校の安達先生がこれに当た

るということになります。 

新しい先生を迎えるための採用試験につきましては、大学３年生の試験で小学校

100 名、中学校 15 名程度の合格を出す予定でいるということで、暫定的ではござい

ますけれども、３年生の子たち、比較的多く受けてくれたという実態があります。

うまくいくのかどうかという話は、最初、大分危惧したところではございますけれ

ども、早めに就職先をしっかりと定めてあげるということは、教員の試験はご承知

のとおりで、企業に比べるとスタートが遅いんですよね、そもそも。試験自体が７

月で、１次合格が８月ですね。２次合格の最終合格が10月にならないと出ないとい

う、なかなか厳しい状況があったので、やっぱり民間のほうに行かれる方も多かっ

たのが事実なので、３年次からしっかりと合格を出せるという仕組みについて、大

学生のほうは比較的しっかりとこれを受けてくれたということなのかもしれません。

特に小学校、なかなか受験生が少ない中、現状 100 名以上の合格を打てるというの

は、神奈川県にとって大きな話だと思っています。 

さらに、これは前も申し上げましたが、中学校の中の15名の中には、葉山も困っ

ていますけれども、これ神奈川全域全て困ってるんですが、特定の教科、技術家庭
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ですとか、芸術系の先生も毎回本当にいなくて困っていたというところが、ここに

は何名かもう合格を出せる状況になっていますので、一定の効果は今回出ているだ

ろうと。ただし問題は、これで４年になって今度は取消しをしたいと言い出す子た

ちがどれだけ出てくるのかというところは少し不安材料ではあるというお話もあり

ました。 

続きまして、29 日（金曜日）には異動者、４月１日（月曜日）には転入者と新採

用者への辞令を交付させていただいたところです。特に１日には、葉山教育委員会

の一員として、新しい教育を推進する一員として今後も頑張っていただきたい、ぜ

ひ、葉山をよく選んでいただいたということも含めて、少し激励を含めた形でお話

を差し上げました。１日は葉山町長もご臨席いただきまして、少しお話もしていた

だいたところでございます。 

８日（月曜日）には楽校改革戦略会議と校長会議を開催しております。まず校長

会議で、昨年度のご尽力への校長先生方へのお礼と年度初めの挨拶を差し上げてあ

ります。また、先ほど申した25日のシンポジウムへの参加も併せてお礼を申し上げ

ておきました。 

年度初めの教員の余白作り、これは簡単に申し上げますと、４月の当初から非常

にぱんぱんの授業形態を組むのはもうやめていただきたいということを、もうこの

３年ずっと申し上げてきました。ここについてはどの学校も大分余白を作っていた

だけるようになっていますので、これは保護者の方の当然ご理解もあるというとこ

ろが前提ですけれども、大分余白を作っていただきました。保護者の方にも、つま

りこの余白は何のために作っているのかということを、きちっと保護者に説明する

ことでご理解がいただけるということも話をしてあります。当たり前ですけれども、

１年間のスタート段階で先生方がぱんぱんで忙しければ、年間計画も立てられない、

授業計画もしっかりと立てられないということがございますので、こういうことも

含めて、最終的には子どもたちになるための余白なんだということを再度こちらか

らもお話を差し上げてあります。 

さらに、今年度の話になりますが、教頭・総括教諭候補の人材育成のお願いとと

もに、企画会議、これは各学校で開かれていますけれども、これは戦略会議である

ということを念を押してお話をしてあります。あくまでも職員会議の報告を束ねる

ものが企画会議ではないんだというところについて再度お話をしてあります。 

葉山全体の小学校・中学校が学校の再編に向かっていますので、当たり前の話で

すが、今後どうしていくのかというイメージも教員の中にしっかりと根づかせてい

ただくことが必要でございますので、特に南郷・長柄についてはもう１年を切った

わけですから、何をしていくのかということが、しっかりと教員の中からどうした

いんだという気持ちが出てくるのがやはり一番いいと思っております。そういう中

で企画会議を中心に、職員へしっかりと、腹落ちするように話をしてくださいとい
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うことを申し上げております。 

今申した葉山町の教育課題につきましては、昨年度、教育委員会として校長会議

と議論を重ねながら、教育に関するスクールミッションを練り上げました。これが

根幹になって、それを基に各校がスクールポリシーを作ってくださっているはずで

あるということ、これが教員全員に落とし込めていることが非常に重要でして、さ

らにはそれが児童・生徒、保護者の皆様にも浸透していくことを願っている、これ

が第 1 の課題です。 

長柄は学校に行っていただくと、今度分かると思いますが、長柄の場合には、自

分たちの学校の中のいわゆる教育目標に当たる、スクールポリシーに当たるものが、

もう壁に貼ってあったりします。校長先生たちにはいつも言っていますが、生徒の

目に見えるようにしてもらいたい。お題目だけ作っても何も変わらないので、生徒

たちが常に見えるところ、さらに、先生たちも常にそれが見て分かるという状況に

ぜひしていただきたいというところで、順番に学校の物の考え方を、子どもたち、

先生たちが同一のラインで、さらに言うと、保護者の方が来られたときにもしっか

り分かるような形にしていただければと考えています。 

校長先生のカリキュラムマネジメントというのは、当然当たり前ですが、こうい

うところをしっかりとやっていくことで、その上に今後の分離型ではスタートとし

てはありますけれども、小中一貫校がつくられていくんだというところ、これをぜ

ひご理解をさらに深めていただきたいという話をしてあります。保護者の方々への

説明会や、教育委員会で今後学校と相談しながら作っていく小中一貫校のパンフレ

ット等において、保護者のみではなくて、町民の方々にも話が浸透していくことを

当然期待していますし、頑張らねばならぬということで話しております。 

肝はですね、分離型であっても小中一貫校になることで一体何が変わっていくの

か、メリットは一体何であるのかということを明確にすることが重要です。名前だ

けついています。でも、何も変わらないじゃない。何となく情けない状況になりま

すので、そうではないんだよということ、これを考えていくべきだと思っています。 

今年から全ての学校６校で学校運営協議会が完全稼働する形になっていきます。

これを円滑に動かすことで外部人材の活用もより見えてくることになってまいると

思います。全ての学校の物の考え方は、職員会議で決まるわけではなく、学校運営

協議会が地域とともに学校を支えながら方向性を決めていくんだという考え方をし

っかり持っていただきたいというところです。 

後ほど多分、今日は濵名学校教育課長が不在ですので、沖野指導主事から話があ

りますが、教育のＤＸに関しても、昨年度の予算議論の中で大分町部局もご理解を

いただいたところで、今年度からになりますが、ＡＩドリルも小３から中３までの

利用が可能になります。授業の中だけではなくて、家庭でも個別進度学習が当然可

能になっていくということです。家でもＩＤ、パスワードを使えば、幾らでも勉強
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ができる状況になっていくんだということになります。これは一つ物を考えてみる

と、今現在学校の授業にうまく出れていない児童・生徒、あるいは、これで全く学

校に来れていない、フリースクールに行かれてる、あるいは家に閉じこもってるお

子さんたちも、このＩＤをもって自ら勉強ができるんだということになってまいり

ますので、当然児童・生徒の完全な学習保障にもなっていくものだと考えています。 

さらには、凹凸にある児童・生徒のアセスメントのツールも導入を完全にいたし

ます。それに応じた教材の提供もできるツールも提供を併せてされます。さらに、

現在長柄のほうで実証実験を昨年度しておりました、体育の授業で使われる映像を

撮った結果として、アナライズをする。分析しながら、みんなで、何がうまくいく

とこうなるんだよねと議論して深めていく探究的なツール、分析ツールも小学生の

ほうに導入がされます。 

もう一つ、これも実証実験を中学校でやらせていただきましたが、世界の様々な

方々の意見・主張を映像で見ながら、それについてみんなで物を考えていくという

ことをしていくツールも中学生のほうに導入していくということになります。 

順番にこれは小学校・中学校で物の考え方、思考をどうしていくべきなのか、さ

らにアウトプットをどうするのかということを考えていく。結果的にそれが自然に

できるようになっていくというためのツールだと考えております。 

さらに、これも中学校・小学校からもオーダーがありました。これまで残念なが

ら特別教室にはＷｉ－Ｆｉがございませんでした。したがって、特定の教室ではＷ

ｉ－Ｆｉがつながらなかったということがございますが、これも予算を認めていた

だきましたので、オンラインの授業ができるように特別教室全てにＷｉ－Ｆｉが設

置されるということになっていきます。 

老朽化した校舎について、これは先ほどから申してる、学校の再編に関わる、新

築していくための小中一貫校の基本構想を定めていく年度にもなってまいります。

次年度以降に基本計画との段階を経て、新校舎建設のために何年間かはプレハブ校

舎への移転や、完成時の移転も想定されていくのが今年ということになります。つ

まり、今年が非常に重要だということ。将来のイメージを教育委員会、町部局だけ

ではなくて、当たり前ですけれども、先生方、保護者の方、子どもたちもこうなっ

ていくんだというイメージをしっかり持っていただくのが多分今年になっていきま

す。重要な年だと考えております。町民の方にとっても、ある意味では、どうなる

んだろうというところに一番力点が置かれるであろう、新校舎はどこにできるのと

いうところについて、つまり、最適な新校舎建設の場所についても議論を当然重ね

ながら決定していくことになろうかと思います。様々な観点からいろいろな視点を

持って比較検討した結果としてどこに移すんだということについても、今年度中に

恐らく決定項がされるんだと思っております。 

中学校給食が始まって、上山口小学校で両中学校の給食を暫定的に提供しており
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ますけれども、これも、新校舎建設に併せて給食調理室を新しく造る学校の中に造

っていくというところを現在想定しております。大規模な給食センターを造ること、

これも一定の物の考え方でこれまであったわけですが、これも様々な観点の中で、

視点で検討して、最終的にどうしていくのかというところも、併せてここで決まっ

ていくんだとお考えいただければと思います。 

前に申し上げたかもしれませんが、これまでセンター建設予定地がございました、

長柄の奧になりますが、こちらにつきましては覚書を交わしていた業者さんとは一

旦覚書を解消させていただいております。これについては議会のほうにも報告を既

にさせていただいているところですので、いろいろな意味で様々なものをどうつく

っていくのかということが、やはり今年であるということになる。これも校長先生

方にご理解をいただきたいということでお話をしてあります。 

もう一つ、新しい学校を造っていく中で、これは町民の方全員にとって重要です

けれども、学校は防災拠点になっていきます。避難所になっていくわけですけれど

も、学校としての防災についての考え方、残念ですが新しい校舎はすぐにはできま

せん。そういう中で現状防災として各校の課題をしっかりと抽出していただきたい

という話をしてあります。どこの体育館はこうなんだ、どこのところはこうなんだ

ということ、個別に恐らく相当異なりますので、ここについてもしっかり抽出して

くださいというお願いをしました。 

さらには、教員の働き方改革の一層の推進も、ぜひこれをお願いしたいというこ

と。これに関わるところでは、昨年度は長柄小学校で実施していただきました、小

学校での全学年での教科担任制の実施、これはできれば全校で取り組んでいただき

たいという話をしております。 

私のほうからは校長会議で主にこのような形の話をさせていただいた部分です。

校長会議の部分については以上でございます。 

続いて、楽校改革戦略会議を行いましたが、スタートということもありましたの

で、今回は各校校長先生から、今年度の取組方針を、どちらかというとお一人お一

人語っていただいたというところになっています。どこの学校からもしっかりとし

た改革の途上である旨の計画が語られ始めたな、ようやっと先生たちの口から、学

校変わるんだというものがようやっと語られ始めたというふうに、教育長としても

受け取ったところです。 

長くなりました。以上で教育長からの報告とさせていただければと思います。あ

りがとうございました。 

では、まず、どうでしょうかね、３月25日の件から、少し各委員からお話があれ

ばということでお伺いしましょうか。下位さんからいきますか。 

下 位 委 員） ３月 25日の学校教育シンポジウム、参加させていただきました。大空小学校の初

代校長でいらっしゃる木村さんの、これまで体験されてきた学校を映画という形で
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まず拝見させていただきました。本当に多様な子どもたちが同じ教室で学んでいて、

不登校ゼロ、地域のボランティア、保護者の支援も積極的に受け入れていく開かれ

た学校ということだったんですけども、今、やっとここにきて文部科学省もこうや

りましょうと言ってるようなことを、既に10年前にやっていらっしゃったというと

ころがすごいですね。 

私はもともと保護者でありまして、もちろん地域の人でもあるんですけども、

我々からこう見る、いい学校、いい先生像というのがあるんですね。ただそれは、

必ずしもそうじゃなかったのかなということに気づきました。当たりの先生がいる

だとか、あと校長先生ってこういうもんだよねという、あるべき姿ですとか、ベテ

ランの先生方ともいろいろお付き合いしてきましたので、そういう概念がどうして

もあるんですけども、その概念って変えていかなきゃいけないのかなと感じたとこ

ろでございます。 

泰子さんのような校長先生がいらっしゃると、学校の先生も変わって、子どもた

ちも変わるんだなと思いました。地域住民は土、校長は風という思いを語られてま

したけども、非常に感銘を受けまして、我々地域住民はずっとその地域に基本的に

は住んでるわけなので、先生のように異動していくわけじゃないので、我々がつく

っていく学校にならなきゃいけないのかなと。葉山で、全てが実現できるかどうか

は分からないんですけれども、すごくたくさんのヒントを頂けたと思います。また、

ぜひお話を伺いたいなと思いました。以上です。 

教 育 長） ありがとうございました。清水委員、いかがですか。 

清 水 委 員） 木村先生の著書は、木村泰子さんの著書は以前から拝読していたので、このよう

なシンポジウムで葉山に来てくださってすごくうれしかったのと、あと、周りの保

護者ですとか町民の皆様にご案内を、私、個人もしたときも、とても反応が、ロン

グランの映画なので、既に見た方もいらしたんですけれども、もう一度見直して、

また新たな発見があったというお話もあり、あと、大分やはり夕方になっていたの

で、配信があったことが非常によかったと。後からまた、当日は配信、オンタイム

では見れなかった人も後から見て、私が大きなハンカチで泣いているところが映っ

てたらしくて、ちょっと恥ずかしいんですけど。そういうふうに、いろんな機会で、

いろんな視聴方法でたくさんの方が教育に関して触れることができるというのは、

非常にいいシンポジウムのシステムをつくってくださって、担当の方のご尽力はす

ばらしいなと思いました。 

あと、内容につきましては、本当に木村先生が子どもファーストで学校をつくっ

ていくと。不登校になられたお子さんは、その子が悪いんではなくて、その子が来

れない学校が悪いんだという安心、もういつでもここは安心できる場所だよ、安心

できる場所だよということを言い続けてらっしゃる姿に、何というか、その子を何

とかしなければいけないと私も思っていた節があるんですけれども、そうではない、
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来れないのは学校が問題、変わらなきゃいけないんだ、先生が、親が、周りが変わ

らなきゃいけないというのは、本当に改めて大きな視点を頂いたなと思いました。

今後も関わってくださるということで、大変心強いと思っております。以上です。 

教 育 長） ありがとうございました。鈴木委員、いかがですか。 

鈴 木 委 員） 僕も非常に驚きました。教育長や小峰委員なんかベテラン教師であられたんで当

然理解されてると思うんですけど。僕自身インクルーシブなんていうのは絶対絵に

描いた餅だという考えだったんで、それがそうじゃないというのを感じましたね。

現実にこういうことがあるというのは、初めて知った、初めて聞いたという感じで

した。じゃあ、葉山でできないのかといえば、できると思うんですね。ただ、その

ためには本当に木村先生のような、カリスマ性とまでは言いませんが、よほど教育

者としての考え方が充実した上で、教職員それから地域の協力が必要だなと。これ

をやるにはものすごく大変だろうと。木村先生がおやりになった後も同じような体

制でやってるというのは、一つの文化というか流れになる。それを作り上げるため

には、初代のこの木村先生の努力がもう人並み外れてるといいますか、僕が考えて

もインクルーシブなんかできるはずないんですよ、正直言って。やはり将来のこと

を考えれば違う方法を取るべきなんだと思ったこともあるんですけど。この大空小

学校のこと見てるとね、これが本当のインクルーシブという物の考え方なんだろう

なと。その理想を形に作ってるというのがすごいなというのは正直感じました。本

当に目からうろこが落ちるぐらい、自分の考え方が大きく間違っているなというこ

とを感じましたね。 

ぜひ僕は葉山でもやってほしいんだけど、校長自身が今回見て、感動的ですばら

しいなと思ってるようじゃできないです。これをやるのが教師なんだという認識を

持てば別ですけどね。その先生が何人いたかどうか分かりませんが、少しでもそう

いうことができるんだということを実質見てるわけですから、葉山の教育委員、私

も含めてですけど、やってみたいなという感じはしました。 

教 育 長） ありがとうございます。じゃあ、小峰委員。 

小 峰 委 員） すみません、ちょっと長くなるかもしれないですけども。 

教 育 長） どうぞ。 

小 峰 委 員） まず、パネルディスカッションの前に「みんなの学校」の上映があったことは本

当によかったなと思いました。具体的な子どもたちや教職員の方、地域の方々の表

情が見えたということ、大空小学校がどういう学校を目指して、どういう方法で学

校が運営されているかがとても分かりましたし、その後で木村さんのお話を伺えた

今回のシンポジウムの形は大変よかったと思いました。 

皆さんがおっしゃるように、大空小学校でやっていることは、いいモデルを示し

てくださったという意味では、本当に大きな力を持った取組だったと思います。こ

れは木村さんの校長としてのリーダーシップはもちろんですし、一つ一つの言葉の



 

 - 12 - 

重みや深みがあることも感じ取れました。 

大空小学校にとってよかったのは、まず新設校であったということ。そこに集ま

った教職員たちが、最初から何を目指そうかということをきちっと話し合えたとい

うこと、そこに木村先生がいらしたということが大空小学校をこのように踏み出せ

た大きな力だったんだろうなと思いました。 

木村先生がおっしゃった、最上位目標というのはあっても、方法はいろいろだと

いうこと、それぞれがみんな考えていかなければいけないっていうことに大変意味

があると思います。これを葉山でやっていくとしても、例えば、学校風土として、

今まではこうだったとか、今こういうふうにやっている、というようなところを、

そこから崩していくというのはとても大変なことなんですけども、今回のシンポジ

ウムがきっかけで、何かやらなきゃいけないというきもちが第一歩になっていけば、

少しずつ歩み出していけるのかなということも思いました。 

それから、子どものことなんですけれども、私の経験から、今回のような例に上

がっていた子どもたちというのは、発達の特性がかなりはっきりしていて、そうい

う子どもたちに対しては。教職員もどう対応していったらいいかということは、勉

強すればある程度分かってくることもあるんですけれども、実は、表に出ないとい

うか、私たちが見つけにくいけれど、困り感を持っている子どもというのもいるん

です。だけど、私たちはなかなかその子の困り感を見つけられない。なぜかという

と、そういう子どもたちって、できるふりができる…分かったふりができる。そう

すると私たちは見逃してしまいます。その子たちが手を差し伸べられることを待っ

ていることまで、ちゃんと私たちが見いだす目を持たないと、本当のみんなの学校

にはならないなというところなんですね。そういう難しさを教職員がどこまで感じ

取れるか。大人が変わらなければいけないという言葉がありましたけれども、子ど

もって、みんなが当たり前に過ごしているんじゃないよという、そういう気持ちを

持って子どもを見ることからスタートしないとなかなか難しい。そうしたことを、

今の学校に、さあ、やってみましょうといってできるかなという、そういう難しさ

もあると思います。 

シンポジウムの感想は言えばたくさんあるんですけども、木村先生のいろいろな

本を読ませていただいても、特別支援教育を否定してるわけではないですよね。た

だ、特別支援教室とか特別支援学校というのに、子どもをそこに入れなくてもでき

る教育があるんだよということを盛んに…大変強くおっしゃってるんですけども、

私自身としては、やはりそこで教育を受けることでソーシャルスキルというか、社

会に出ていくスキルを効率よく身に着けることができる…効率よくという言い方は

おかしいんでしょうか。本当にその子に合った教育をきめ細やかにやっていただけ

る意味では、特別支援教室や特別支援学校というのは必要だと思っています。ただ、

それに対して普通の公立の学校で、共にいる人たちが、支援が必要な子どもたちを
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どう受け入れていくかということが大事であると思います。教育長もおっしゃって、

いたことがあると思いますが、例えば、普通の学校の中にある特別支援教室にいる

子どもたちに対して、周りの子がどうやって関われるか、今みんなと違う教室で勉

強していることが多いけれど、やがてはみんなと同じ社会に出ていくんだよという

目を持って接していかなければ特別支援教育の意味がない。特別支援教室は隔離さ

れている場所ではないという意識をちゃんと教員が持たなければいけないと思って

いるんです。だからその辺りを、先生方の目、親の目、地域の目を変えていかない

と、なかなか大空小学校にはなっていかないだろうなと思います。 

まだまだ細かいところまで挙げればたくさんあるんですけれども、今回のシンポ

ジウムで私たち葉山町はこれからどうしていけばいいかという新たな問いを自分の

中に持てたということでは、大変意味のあったシンポジウムだなと思いました。 

最後に１つ。木村先生の、映像の中にいた木村先生と実際の木村先生とでは、今

の木村先生のほうが断然穏やかに見えます。というのは、私も言われたんです。校

長を辞めてから表情が穏やかになった。だから、それだけ木村先生も覚悟を持って

校長先生を務めてらしたんだなということを改めて感じました。 

すみません、長くなりまして。 

教 育 長） ありがとうございます。 

最後の言葉はよく分かる話です。私も校長をやっていたので。最近見ると、葉中

の校長だった加藤さんが大分柔らかくなりましたね、雰囲気がね。校長先生、何を

抱えてるかというのは、やった人間じゃないと分からないところがあったりします

けれども、いろんなことがあります。ご感想いただき、ありがとうございました。

本当は教育委員会の本テーブルでなければ、沖野指導主事であるとか、様々な形で

関わっていただいている虫賀部長にも本当はね、いろいろと話していただけるとい

いような案件ですので、今後違うテーブルでまたこういうことについて深めていく

ことが必要だと思いますので、よろしくお願いします。 

では、３月25日以外で、校長会議、それから改革会議の関係で、ご質問等があれ

ばお受けします。いかがでしょうか。どうぞ。 

小 峰 委 員） よろしいですか。 

教 育 長） はい。 

小 峰 委 員） 校長会議の資料の中で、こういう話が出たかどうか分からないんですけど、連絡

事項の中に人事等についてというところがありました。10 番です。今年新卒者の方

の採用が葉山では大変多かったですが、例えば臨任、非常勤でまだ補充がつかない

というような現状はあるのかどうかをお伺いしたいと思って、質問です。 

教 育 長） これは指導主事からでいいですか。私、答えちゃいましょうか。どちらでもいい

ですが。では、沖野指導主事、どうぞ。 

学校教育課指導主事） 人事については昨年度の早い段階から濵名課長を中心に動いておりまして、他地
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区ではなかなか厳しい状況も聞きますが、葉山においては人員の不足というのは聞

いていないところなんですが。 

小 峰 委 員） ありがとうございます。 

教 育 長） 本当におかげさまで、何だかんだ言いながら、人との関係性があるというところ

もあるんでしょうけども、未配置はゼロという形です。ただ、これはどこの自治体

もそうなんですが、４月で未配置だからといって、秋頃になって未配置が出ないか

というと、そうでもない自治体が大分増えてきています。葉山も若い人たち多いの

で、いろいろな部分でよく校長先生にも見ていただきながら進めていって、年間通

して未配置ゼロという形を続けていければと思っているところです。 

ほかにいかがでしょうか。清水委員、どうぞ。 

清 水 委 員） ＡＩドリルが導入されるということで、学びがより深まって、いろいろな場所か

ら学べる、不登校のお子様も学んでいける、すばらしいと思います。１点お聞きし

たいのは、ＡＩドリルはＷｉ－Ｆｉ環境、オンラインでつないでなくてもご自宅で

ダウンロードしたものを利用でき、Ｗｉ－Ｆｉ環境になったときに教員と共有でき

るというものなんでしょうか。ご自宅によってＷｉ－Ｆｉ環境が違うので、その点、

影響するのかどうか教えていただけたらと思います。 

教 育 長） 沖野指導主事。 

学校教育課指導主事） ＡＩドリル導入予定のものはクラウドサービスですので、インターネットにつな

がった状態で、そちらで問題が配信というか、閲覧できて解いていくというような

形になろうかと思います。ですので、ご指摘のとおり、家庭でのＷｉ－Ｆｉ環境、

こちらは必須になってくるかと思いますので、同時に検討していかなければならな

い問題かなと思います。 

清 水 委 員） 分かりました。では、一緒に環境をどう整備していくかを検討されるということ

でよろしくお願いします。ありがとうございました。 

教 育 長） Ｗｉ－Ｆｉについては、ご家庭で、Ｗｉ－Ｆｉ環境がないというご家庭が現在ど

れだけあるのかについては、調査は一旦、コロナの最中はさせていただいたと思い

ますけど、現状では調査しておりませんので、どこかでＷｉ－Ｆｉ環境が家庭にあ

る、ないについてはもう一度調査をするべきだろうとは思っています。ただ、葉山

の場合にはフリーＷｉ－Ｆｉがそこらじゅうに意外とあったりしますので、どこか

に行ったときに使えるよという状況もあったり。昨今では、居場所、カフェ的なと

ころを一生懸命取り組んでいらっしゃる方々、本当にありがたいことですが、そこ

からも実は問合せがございまして、学校行けてないんだけれども、ＡＩドリルの話

を少し聞いたんだけれど、カフェに持ってきて勉強ができるとうれしいんだよねみ

たいな話があったので、もともと端末については申請していただくと、ご家庭に持

って帰ってずっと使っていただくことは今でもやっています。それはどこに持って

いっていただいても構いませんので、そこで勉強する。さらにそこにＡＩドリルが
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入ってきて、居場所、カフェ等にＷｉ－Ｆｉがあれば、そこでまた勉強もできると

いう形になっていこうかと思いますので、いろいろなところで勉強ができるよとい

うことも少し宣伝しながら進めてまいれればと思っております。以上です。 

鈴木委員、どうぞ。 

鈴 木 委 員） 教育長が説明されてたとおりで、それを追加するわけじゃないんですけど。これ

は教育長にお願いでいいですか。 

教員のわいせつ行為について教育長触れられてたんですけど、私も気になって、

今後県教はかなり厳しく日本は一律にするべきだと。今までは停職みたいなのがあ

ったりしたんですけど、18 歳未満、今までその自校の生徒だと免職、他校だと停職

みたいなパターンがあったようですけど、今後は一切全て一律免職すると。うちの

教員たちでそういう事象が起きたことはないんですが、ここもう一度、教育長、各

教員、最近来た若い方も含めて、基本的にこの厳しい通達が出たんだという認識を

ね、もう一回徹底していただきたい。全部終わってしまうと。ちょっとしたことで

一生を棒に振ってしまう、そのことをもう一回徹底していただきたいなと。ストレ

スがあるのは分かるし、それは教員だけじゃなくて、みんなありますのでね、自分

を律する、抑えられる力というのもまた教員にとって絶対的に必要なので、ぜひこ

れを教育長にもお願いしておきたいと。よろしくお願いします。 

教 育 長） 先般もお話ししたところですが、これについて恐らく校長会議やるたびに、事例

が起きなければ一番いいわけですが、残念ながら起きたときには必ず、校長先生に

とっては話をすることが校長先生もまたか、教員にとってもまたかと言いながら聞

くということをやめさせなければいかんということだと思っています。私も校長だ

ったときに、学校で、自分の学校の中で起きていることではないですが、常にこれ

については自分事として考えなさいと。なぜこういうことが起きたのかということ

についての細かい詳細も教員には話をしながら、自分だったらどうしていますかと

いうところも含めて考えさせるということをしてかないと、結果的に不祥事が止ま

らないと思っています。 

今回も細かい詳細は極秘の関係がありますので全てお話しできませんが、わいせ

つ事案のみではなくて、懲戒処分の中には、飲酒した上でコンビニに行ってしまっ

たとか、簡単なね、やってはならないことをして懲戒を受けていたりとか、それか

ら、うその電子決済をしたりとか、これはどちらかというと最近ぽいですよね。わ

ざわざ電子決済のものをうまく使って、これをわざと違う画面を写真に撮って、そ

れを店員に見せてみたいな、そういうね、何となく、何をやってるんだろうという

話での懲戒もあったりもしますので、わいせつのみではなくて、昨今のいわゆるこ

のＤＸ系に関わる犯罪もこれから増えていくと思いますので、とにかく自分たちの

行動というもので何が起きるのかということをしっかりと、やっぱり教員だけでは

ないですけれども、教育公務員として当たり前のようにこういうことがあってはな
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らぬというところについては、繰り返し話をさせていただければなと思います。 

鈴 木 委 員） 分かりました。教員ははるかに高いモラルを持っていただきたいですね。そうし

ないと一生終わってしまうということを考えていただきたいですね。 

それから、もう一つ。 

教 育 長） どうぞ。 

鈴 木 委 員） さっき教育長が触れたように、給食費の問題。給食の食材が上がってて、東京都

なんかでも非常に困ってて、栄養教諭は円とか銭単位でどうするかというぐらい困

っておられるという現状があるんですね。先ほど教育長は給食費の値上げはしない

と。でも、これからまだ上がります。今の僕の情報では。作ったり、その人件費は

町持ち、食材については家族のほうで持つと。でも、このシステムだと、これ乗り

越えられないんだよ、多分。どうにか方法を考えて、葉山町の公費負担をどこかで

入れていかないと難しいんじゃないかと思ってるのね。公費負担ということを考え

たことある。 

教 育 長） 部長から答えますか。どうぞ。 

教 育 部 長） 物価上昇分、確かに町の中でも何度か議論がありまして、町役場全体の基本的な

方針として、物価上昇分に関しては公費負担を検討すべきだろうという一定の方向

性は出しています。ただ、現状直ちにその物価上昇分を公費で負担するという状況

ではないだろうということですので、もうしばらく状況は見させてもらいながら、

適時町とも協議しながら、今、鈴木委員が言われるような大きい方向の中で対応を

考えていきたいなと思います。 

鈴 木 委 員） どこかでは手を打たないとね、ここ一、二年は最低限給食費を上げるのは難しい

だろうと思うのね。給料が上がってしばらくしないとね。そうするとやっぱり公費

の問題って絶対出てくるんだろうと思う。東京の武蔵野市とかいろんなところも公

費入れてますよ、現実にはね。2,000 食として、100 円上げても 20 万だよね。だか

ら、それを 20日間やっても 400万。年間にしたら 5,000 万ぐらいかかってしまうん

だけど、これ頭の中に入れておかないといけない問題だろうと思いますので、この

問題をやっていかないとたまったもんじゃないんだろうと思うのね。そこを頭の中

に入れながら今後考えていただきたいなと。よろしくお願いします。 

教 育 長） これまでも、今、部長が話したとおりで、議会の答弁でも、常に、一旦今の段階

では何とかなりそうだけれども、物価上昇が極めて非常に問題になった場合には補

正予算を組ませていただくという回答を議会でもさせていただいています。ただ一

方、この答弁のときにもお話しして、昨年度議会のほうからも国のほうに要請して

いるところですが、国全体が現在子ども政策含めて、自民党で、様々な形での、各

家庭への補助に関して考えているところです。給食費においては、今年の多分６月

ぐらいまでの間で、一定の物の考え方を出すと政府が言っています。何かというと、

完全無償化にするか、あるいはそうでないかということも含めてです。ちなみに東
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京都はご承知のとおりで、都知事のほうが全部無償化にすると公言しましたので、

一旦東京都全体は恐らく無償化に動くと思います。神奈川県の中でも厚木市はじめ

何個かの自治体が無償化に動き始めていますので、ここについては国の動向を見定

めながら、葉山もどうするかを考えたいということで、町長とも、当然議会にも答

弁させていただいているところだとご承知おきください。 

鈴 木 委 員） ひとつよろしくお願いします。 

教 育 長） ほかにいかがでしょうか。どうぞ。 

下 位 委 員） ４つ質問させていただいてよろしいでしょうか。 

まず１つ目です。清水委員からも話のあった、家庭にＷｉ－Ｆｉがないお子さん

に対してなんですけど、図書館ってフリーＷｉ－Ｆｉってありましたっけというの

が１つ目です。 

先ほど教育長のお話にございましたが、小・中連携の学校がもし今後建った場合

は、給食センターではなく、自校式になる方向で今は検討されているということな

んでしょうかということと。 

小・中連携の学校ができた場合、これは保護者の方から聞かれたんですけど、校

長先生は何人なんでしょうか。 

最後、葉中学区の学校、葉中、葉小、一色小、上小のリソースルームって、その

後できたんでしょうかという４点です。よろしくお願いします。 

教 育 長） 分かりました。まず、Ｗｉ－Ｆｉ、図書館に現状ありますかについては生涯学習

課長のほうからお願いします。 

生涯学習課長） 今、入っております。 

下 位 委 員） ありがとうございます。 

教 育 長） 続いて、給食センターに関しての、現状の教育委員会の考え方について、これは

部長がいいですかね。お願いします。 

教 育 部 長） おっしゃるとおり、施設一体型小中一貫校できたときは、その中に給食室を設け

るという案を一つの有力な方法として議会に報告します。今後、上山口で令和９年

度まで暫定をするというお話をしているので、その時間を含めて新しい学校施設が

令和10年から、仮設になるかもしれませんが、そういうものに間に合うかどうか、

今年１年かけて検討したいと思います。 

教 育 長） 小中一貫校等々の校長先生の数なんですが、制度的に申し上げますと、小中一貫

校の間は各小学校・中学校に校長先生を配置する形になります。ただ、これも最終

決定しておりませんが、義務教育学校になった際には、校長先生がお１人になって、

さらに小学校・中学校に複数の教頭あるいは副校長が配置されていくという形に制

度上はなっています。 

小中一貫校をしばらく分離型でやっていく関係がございますので、お２人の校長

先生に委ねるわけですが、その間、どちらの学校の校長先生が、どちらかというと
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中心的に動いていただくかということにつきましては、今後定めさせていただけれ

ばと思っております。 

さらに、町長とも話をしておりますが、小中一貫校になったときに２つの学校名

はどうなるんだとか、その関係も多分ご心配だとかね、そんなことがあると思いま

すが、これについては近々に町長とも最終的に相談させていただいた上で、公表を

どこかでさせていただくということになります。ただ、１つの学校名で完全に違う

学校になるというところになっていくのは新校舎になる頃だろうと思っております

ので、今の学校名がすぐに変わってしまうという話ではないとお考えください。 

それから、葉中学区のリソースルームの今年度の運用あるいは設置件については

沖野指導主事でよろしいですか。お願いします。 

学校教育課指導主事） 葉山中学校区のリソースルームについては、昨年度のうちに一色小学校に設置済

みです。残りの３校については今年度中に設置予定になっております。 

教 育 長） というわけで、リソースルーム、スタートなので、森岡校長ともよく話しており

ますが、どんな形で何をしていくかということについては学校長に基本的に委ねて

おりますので、長柄のやり方がイコール一色のやり方にはならない、葉中のやり方

にはならないんだと。ただし、子どもの居場所としての位置づけだけは、これはも

う当たり前としてあるので、ここをどうしていくのかについては学校のほうでしっ

かりと練りながら、今年１年運用させていただきたいという形で校長先生たちは考

えているようです。 

下 位 委 員） それに関連して。今のリソースルームの話はよく分かったんですけども、どこか

の教室を使って、例えばＰＣルームを使ってることがあると思うんですが、ちょう

ど今回予算が取れてＷｉ－Ｆｉを増やすことになり、そのときに、リソースルーム

になるだろう部屋にはＷｉ－Ｆｉぜひつけていただきたいなと。多分忘れがちだと

思うんで、お願いしたいと思います。以上です。 

教 育 長） リソースルームになる教室については、基本的にＷｉ－Ｆｉをつける前提で動い

ていたはずですので、よほど教室が変わってしまうとか、とんでもないところにリ

ソースを置かない限りは、Ｗｉ－Ｆｉを置くという形で前提として動いているはず

ですが、沖野指導主事、それでよろしかったですか。 

学校教育課指導主事） はい、間違いないです。 

教 育 長） よろしくお願いします。 

ほかにいかがでございましょうか。よろしいですか。 

それでは、ご質疑がなければ質疑を終結させていただきます。 

以上、教育長の報告事項については、これをもって終了といたします。 

 

（議案第１号） 

教 育 長） 日程第３、議案第１号「葉山町立小・中学校の使用教科用図書の採択方針につい
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て」を議題といたします。 

議案について、教育部長、説明をお願い申し上げます。 

教 育 部 長） 議案第１号葉山町立小・中学校使用教科用図書の採択方針について 

葉山町立小・中学校使用教科用図書の採択方針について、次のとおり定める。 

（別紙） 

令和６年４月 17 日提出 

葉山町教育委員会 

教育長 稲垣一郎 

提案理由 

令和７年度使用小・中学校使用教科用図書の採択方針を定める必要があり、葉山

町教育委員会教育長に対する事務委任等に関する規則第２条第１項第15号の規定に

より提案するものです。以上です。 

教 育 長） 別紙をご覧いただきながらということで、質疑をお願いしたいと思います。これ

より質疑を行います。質疑等ございますでしょうか。 

採択等の流れも昨年度と基本的には変わっていかない形になりますので、多分ご

了解をいただいている部分が多いかと思いますが。よろしいでしょうかね。 

それでは、ご質疑がなければ、これにて終結いたします。 

議案第１号について、承認することにご異議ありませんか。 

委 員 全 員） 異議なし。 

教 育 長） ご異議なしと認めます。 

以上、議案第１号「葉山町立小・中学校使用教科用図書の採択方針について」は、

原案のとおり承認されました。 

 

（議案第２号） 

教 育 長） 日程第４、議案第２号「葉山町学校運営協議会委員の委嘱について」を議題とい

たします。 

議案について、教育部長、説明をお願いいたします。 

教 育 部 長） 議案第２号葉山町学校運営協議会委員の委嘱について 

 次の者を葉山町学校運営協議会委員として委嘱する。 

 氏名 益田孝彦 

 住所 横須賀市湘南鷹取 

委嘱年月日 令和６年４月 18 日 

令和６年４月 17 日提出 

葉山町教育委員会 

 教育長 稲垣一郎 

 提案理由 
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 葉山町学校運営協議会委員 志伯健太郎が令和６年３月31日をもって辞職したこ

とに伴い、後任の委員を委嘱する必要があるため、葉山町教育委員会教育長に対す

る事務委任等に関する規則第２条第１項第 12 号の規定により提案するものです。 

以上です。 

教 育 長） 説明ありがとうございました。それでは質疑を行いたいと思います。質疑等ござ

いますでしょうか。よろしいですかね。よく見た名前が載っていると思いますので。 

 それでは、ご質疑がなければ、これにて終結いたします。 

 議案第２号について、承認することにご異議ありませんか。 

委 員 全 員） 異議なし。 

教 育 長） ご異議なしと認めます。 

 以上、議案第２号「葉山町学校運営協議会委員の委嘱について」は、原案のとお

り承認されました。 

 

（議案第３号） 

教 育 長） 日程第５、議案第３号「葉山町いじめ問題対策連絡協議会委員の委嘱について」

を議題とします。 

議案について、教育部長、説明をお願いします。 

教 育 部 長） 議案第３号葉山町いじめ問題対策連絡協議会委員の委嘱について 

 次の者を葉山町いじめ問題対策連絡協議会委員として委嘱する。 

 （別紙） 

 令和６年４月 17 日提出 

葉山町教育委員会 

教育長 稲垣一郎 

 提案理由 

 葉山町いじめ問題対策連絡協議会委員を委嘱する必要があるため、葉山町教育委

員会教育長に対する事務委任等に関する規則第２条第１項第12号の規定により提案

するものです。以上です。 

教 育 長） それでは、別紙をご覧いただきまして、ご確認をいただければと思います。 

これより質疑を行います。質疑等ございますでしょうか。どうぞ。 

小 峰 委 員） 伺ってよろしいでしょうか。 

教 育 長） どうぞ。 

小 峰 委 員） それぞれ校長先生と各学校のお１人教員の方がこの委員になってらっしゃるんで

すけど、この教員の方それぞれ、何か校務分掌上、皆さん同じ分掌上の役をお持ち

の方なのか、あるいは学校によってばらばらなのか、何かその辺りを教えていただ

いてよろしいですか。 

教 育 長） じゃあ、これについては沖野指導主事のほうで、教員の、ここに上がってきた理
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由等がもしあるようであればお知らせください。 

学校教育課指導主事） こちらに上がってる教員については、恐らく児童支援部、それから生徒支援部の

ような分掌グループに属しているものと思われますが、メンバーが今年度もそのグ

ループに属しているかどうか、ここでちょっと確認ができておりませんので、後ほ

ど確認させていただいてよろしいでしょうか。 

小 峰 委 員） 別に確認するほどではなくて、校務分掌どおり、児童指導とか生徒指導というこ

とということで大体皆さんが選ばれてるということが分かればそれで結構です。 

教 育 長） メンバーを見ると、教育相談コーディネーターに指定されている者も多く入って

います。中学校教員については、児童・生徒指導部の関係の長になっている人間が

推挙されてるとお考えいただきたいと思います。 

小 峰 委 員） 分かりました。ありがとうございます。 

教 育 長） 何かほかにご質疑ございますでしょうか。よろしいですか。 

それでは、これ以上ご質疑がなければ、これにて終結いたします。 

議案第３号について承認することにご異議ありませんか。 

委 員 全 員） 異議なし。 

教 育 長） ご異議なしと認めます。 

以上、議案第３号「葉山町いじめ問題対策連絡協議会委員の委嘱について」は、

原案のとおり承認されました。 

 

（陳情第１号） 

教 育 長） 日程第６、陳情第１号「2024 年度における公正な教科書採択を求める陳情につい

て」審議したいと思います。 

陳情について、教育部長、説明をお願いいたします。 

教 育 部 長） 陳情第１号 2024 年度における公正な教科書採択を求める陳情について 

（別紙） 

令和６年４月 17 日提出 

葉山町教育委員会 

教育長 稲垣一郎 

提案理由 

日本出版労働組合連合会教科書対策部長 小森浩二から陳情が提出されましたの

で、葉山町教育委員会教育長に対する事務委任等に関する規則第２条第１項第16号

の規定により提案するものです。以上です。 

教 育 長） 陳情が出されております。別紙ご覧いただきまして、ポイントが５点という形に

なっています。これについて委員の方々のご意見をいただければと思いますが、少

しお時間置きますので、見ていただいて、ご意見いただければと思います。 

また下位委員からよろしいですか。 
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下 位 委 員） 拝見させていただきました。１番から５番までよく読みましたが、葉山町におき

ましては全てここに書いてあることは実行されていると思いますので、今回中学校

教科書採択もされますけども、確実に実行できるようにやっていきたいと思います。 

教 育 長） ありがとうございます。清水委員、いかがでしょう。 

清 水 委 員） この陳情は様々な自治体にも送られたものだと思うので、葉山町の実態をご存じ

ない上での陳情だと思います。陳情の５ポイントを改め確認する機会にはなりまし

た。現状、陳情内容は葉山町において徹底されているとと思います。 

教 育 長） ありがとうございます。鈴木委員、いかがでしょうか。 

鈴 木 委 員） これ読んで、意味があんまりよく分からないとこあるんですけど、葉山としては

今までどおりやれば同じ結果だと思うんですけど。 

実際、２番の「教員の意見は最大限尊重する」というのがちょっとおかしくて、

尊重はしますけど、あくまで委員の意見、委員の考え方で決めていますので、教員

の意向を入れて、こちら側の考え方を変えてということはありませんので。ただ、

基本的には同じこと言ってると思いますので。今、下位委員が言われたように、葉

山としては今までどおりのやり方でいいんじゃないかなと私は思いますし、このこ

とについての陳情については承りました。 

教 育 長） ありがとうございました。陳情書の一つ一つについては細かいことが、もう一つ

めくったところに載っていますが、今の項番２についても、（１）（２）（３）と

中身が書かれています。ここにおけるところで鈴木委員がおっしゃられているのは、

項番２の（３）の部分で、一番最後に「最大限尊重すること」という言葉が入って

いますけれども、段取りとしては、（１）（２）（３）のとおり、これまでも進ん

でいると了解しているところですので、その旨ご理解をいただければと思います。 

では、小峰委員、いかがでしょう。 

小 峰 委 員） 皆さんがおっしゃったように、葉山町ではこの１から５まで、細かいところもき

ちっと、これに沿った方向で教科書採択の検討が行われていると思います。私は毎

回教科書採択の時期に、他の市町村の結果が出た場合に採択の経緯を読んだりする

ことがあるんですけど、中には、あまり活発に意見が交わされてないような、本当

に、どなたかがおっしゃったのにただ賛成とか反対とかという、簡単な言葉で終わ

っているところも見受けられるので、こういう、何ていうんですかね、要望が出て

くるのも分かるなと思いますが、葉山については、私自身も大変苦しんで、一生懸

命話すことを考えて当日参加していると思っています。 

教 育 長） ありがとうございます。私もこの中の委員としては、今回の陳情の詳細内容も含

めて、全てこれまでの葉山町としてはしっかりとやらせていただいているという認

識を持っておりますので、陳情についてはしっかりとやらせていただいてるという

意識を持ってるというところだけ表明させていただければと思います。 

ついては、陳情でございますので、委員の方々全員がしっかりとこれについては
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問題がないんだというところと、陳情についての趣旨についてはしっかりと全員が

了承するという形になっているとお見受けしますが、今の委員のお話でいくと、こ

れについてはあえて採択をして、しっかりと何かするというよりは、既にもうこれ

をやっていますので、そういう意味では趣旨を了承しますよというふうな形で考え

ることが適切だろうと思われますが、各委員のご意見いかがでしょうか。どうぞ、

下位委員。 

下 位 委 員） 趣旨了承で私もいいと思うんですけど、１点だけ追加させていただきたいです。

４の（１）に、「教育委員会で採択の決定を行う際は、調査研究委員会及び選定審

議会」と、葉山の場合は逗子、葉山、三浦ですね。で会をつくってると思うんです

けれども、選定、推薦はもちろん尊重するんですけれども、「これに反する決定は

行わないこと」というのはちょっと違和感があります。もちろん尊重した上で、そ

れを、何でしょう、盲目的にその意向に沿った決定をするつもりではないので、こ

こで問題がなければ確かにそのとおりなんですけども、選定審議会が決めたことを

そのまま決定しろみたいに取れるので、そこだけちょっと違和感を感じました。 

教 育 長） 分かりました。これについては多分、文言上の物言いをしっかりこちらが考えて

いけばいいということだと思っておりますので、今回の場合は中学校ですが、中学

校のほうから推挙された特定の教科の代表者が、下位委員がおっしゃっていただい

たとおり、逗子、三浦、葉山でしっかりと議論を重ねていった結果がこちらに反映

しながら、そこも理解した上で教育委員会として選定をするという形で了解してい

くということで、文言を読んでいくと、「反する決定は」というところもあります

が、内容論については大きく問題はなかろうと思いますので、そこについてはいか

がでしょうか。 

下 位 委 員） 同意します。 

教 育 長） 清水委員、これについては先ほど申したとおり、一定の理解は皆さんされている

ということで、趣旨了承という形で大丈夫でしょうか。 

清 水 委 員） そのようにお願いいたします。 

教 育 長） 鈴木委員、いかがでしょう。 

鈴 木 委 員） 私も。 

教 育 長） 小峰委員、いかがでしょうか。 

小 峰 委 員） 了承ということでお願いいたします。 

教 育 長） それでは、審議の結果、陳情第１号については趣旨了承とさせていただきます。

よろしくお願い申し上げます。 

 

（各課からの報告） 

教 育 長） それでは、日程第７「各課からの報告」に入ります。 

学校教育課のほうからまず説明をお願いいたします。 
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学校教育課指導主事） ＩＣＴの推進指針でよろしいでしょうか。お願いいたします。 

こちらについては、ＩＣＴの推進指針の改定を行いまして、新旧対照表のほうは

つけておりますが、今日、本日机上のほうに追加資料として主な変更点を挙げさせ

ていただきましたので、そちらのほうをご覧いただければと思います。大きく４点

あります。 

１点目は、全体をスクールミッションを最上位目標とした構成に変更しました。 

２点目が、各種ＩＣＴサービスを導入していくというところを明記しております。

サービスの内容については以下４点になっております。 

３点目としては、ＣＯＣＯＯの導入、こちらについて明記しております。 

４点目がネットワーク環境ですが、三浦半島地区教育ネットワークから葉山町教

育情報ネットワークへの移行を行ったというところで、指針の改定を行いました。 

以上になります。 

教 育 長） ありがとうございます。ＩＣＴの推進指針、年度ごとに様々変わっていくことに

つきましては、改正しながら進めていくということになっております。下位委員も

委員として参加していただいてますが、何か特にございますか。 

下 位 委 員） 特にございません。 

教 育 長） 大丈夫ですか。 

 では、葉山町のＩＣＴ推進指針につきまして、このような形で改定させていただ

いたというご報告ということで、よろしくお願いします。 

 続きまして、生涯学習課のほうからご報告をお願いいたします。 

生涯学習課長） では、説明の前に、事前資料配付しておったんですが、調整して、ちょっと変更

点ありましたので、机上に改めて配付させていただきました。 

では、生涯学習課より、史跡長柄桜山古墳群第１号墳オープニングセレモニーに

つきまして説明させていただきます。 

この長柄桜山古墳群につきましては、平成26年度から第１号墳の整備工事着手し

ておりましたが、おおむねの工事が終了したところであります。このたび供用開始

に当たりまして、葉山町及び逗子市教育委員会の共催にて式典を開催するものとな

りました。また、葉山町制100年と逗子市制70周年と併せた記念行事ともさせてい

ただいております。 

日程につきましては、４月 20 日、今週の土曜日 10 時から。予報は、天気はもち

そうなんですが、小雨の場合は決行。また、雨天の場合は前日に決定して、予備日

なしということで、中止とさせていただいております。 

場所のほうは現地ですね。長柄桜山古墳群第１号墳の前方部の広場にて行います。 

内容については、開会後、来賓紹介、主催者挨拶、テープカット、記念撮影とい

う流れになっておりまして、閉会後に記者からの質問を受け、その後、担当者によ

る現地解説を行う予定であります。 
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案内状につきましては、委員の皆様と両市町の議員の皆さん、文化財保護委員の

方々へ送付しておりますが、一般の方々も自由に参加できる形を取っております。 

整備の状況なんですけれども、古墳の崩壊ですね、防ぐために全体に盛土等を行

っている状況。あと、笹を植えて保護しております。 

古墳の情報ですね。理解を深めるために、上まで上れるように階段の設置。あと、

頂上には木のひつぎが埋まっている部分を表示している形を取っております。埴輪

の設置、説明板の設置をしている状況となっています。 

委員の皆様、当日皆さん出席のほうは無理な方もいらっしゃいますので、また日

程を調整しまして、担当とともに現地のほうへ参りたいと思っております。 

生涯学習課からは以上であります。 

教 育 長） ありがとうございました。大分時間がかかりましたが、ようやっとオープニング

セレモニーができるところまでこぎつけたというのが実態でございます。生涯学習

課長のほうから話があったとおり、当日ではなくて、また別日で見ていただく、ゆ

っくり見ていただく時間も設けたいと思いますので、当日の参加についてはご無理

のないようにお願いできればと思っております。 

各課から、ほかの案件何かございますでしょうか。よろしいですか。 

特になければ、各課からの報告を終了させていただきます。 

 

（その他） 

教 育 長） 日程第８「その他」について議題とします。 

小峰委員のほうから、４月12日に開催された県市町村教育委員会連合会役員会及

び総会についてのご報告をいただければと思います。お願いいたします。 

小 峰 委 員） 県の市町村教育委員会連合会総会がオンラインで行われました。 

最初に報告として、全国市町村教育委員会連合会の表彰というのがあり、表彰者

のお名前の紹介がありました。そこで表彰される方は、教育長、あるいは教育委員

を８年以上お務めになった方ということで、今年は 10 名の方のお名前が挙がってお

りました。 

議題としては、昨年度、令和５年度の事業報告及び収支決算、それから２番目に

役員の改選について、３番目が令和６年度の事業計画案とそれから収支予算案が挙

がっております。 

皆さんに承知しておいていただきたいのは、まず役員改正についてですが、６年

度、７年度については、会長は綾瀬市、副会長は愛川町でお願いすることになって

おります。ですから、今年の研修会は綾瀬市で 11 月に行われるということです。 

収支の予算についても、この収入は各市町村の分担金なんですけども、葉山町は、

人数割りの結果、18,000 円ということです。その中で予算が執行されるということ

です。 
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今申し上げましたけど、11 月に綾瀬市で研修会がありますので、またご案内させ

ていただきたいと思います。以上です。 

教 育 長） ありがとうございました。 

小 峰 委 員） とんでもないです。 

教 育 長） 会の一番最後にいろいろとまとめていただき、本当に感謝申し上げております。 

報告ございましたが、これについてはよろしいですかね。 

今度は綾瀬市民会館できっとやるんでしょうね。綾瀬市民会館、なかなか行きづ

らいところにありますので、どうやって行くか考えなきゃいけないですね。 

小峰委員からの報告でございました。 

何かほかに委員のほうからございますでしょうか。下位委員、どうぞ。 

下 位 委 員） 青問協に参加いたしましたので、ご報告申し上げます。 

いろいろな話が出たんですが、挨拶運動は久しぶりに着ぐるみを着てやることが

できたと伺いました。 

逗葉地区保護司会から、今、逗葉地区で対象者が３名いますと。以前は十数名い

たので、大分減っていますと。服役中の方が10名いらっしゃるということでした。

これは多分これは青少年に限った数ではないと思います。 

あと児童相談所、横須賀児童相談所のほうからは、児童虐待の通告が相変わらず

高い数字をキープしていますと。コロナの影響もあり、相談がある家庭に関しては

社会活動に触れていない方が多い、地域から孤立している方が多いという報告がご

ざいました。 

あと、町子連、葉山町子ども会連絡協議会ですが、本年度で解散ということで、

本年度というのはこれ３月の話なので、既にもう解散しているということだと思い

ます。 

そのほか、児童館のルール、ルールづくりみたいのがあったんですけども、その

辺についての話題が出ておりました。以上でございます。 

教 育 長） ありがとうございました。町子連の解散というのは前から決まってたんですか。 

下 位 委 員） はい。人がいなくて、２年ぐらい前から話し合って、今年結果的に解散となった

ということをおっしゃってました。 

教 育 長） あそこは仕方がないですかね。何か情報をお持ちですか。 

生涯学習課長） 一応ですね、今のところ休止という形で。 

下 位 委 員） 解散じゃないんですね。 

生涯学習課長） それに近いんですけれど、まだ復活もあり得ると伺っていますので。 

教 育 長） じゃあ、正式には休止ということでよろしいですか。 

生涯学習課長） ええ、正式にはそうです。 

教 育 長） そのような形でご理解をいただければと思います。 

じゃあ、小峰委員、どうぞ。 
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小 峰 委 員） 質問させていただきます。先ほどのシンポジウムと関連してなんですけれども、

新聞の記事にもなっていたのを読みましたし、葉山町が取り組んでいることを皆さ

んに知っていただくのには本当にいい機会だなと思いました。その記事の中に、葉

山町で特別支援教育の指導計画の作成とか、教材づくりなどをサポートする民間の

サービスを本格的に導入したとあったんですが、もしかしたらもう既に教育長から

お話があったことだったのを私が忘れていたとしたら、この質問を記録から削除し

ていただいていいですけど。どういうサービスの導入か教えていただけますか。 

教 育 長） これが先ほど説明させていただいた事業者名は出しませんが、昨年度から小学校

の支援級では既に実証実験やらせていただいているツールです。今年度の予算から

全ての学校に配付させていただいております。 

一つは何かというと、気になる子どもたちと、それから保護者の方に了解を得た

上になりますけれども、まずアセスメントができるというツールになります。アセ

スメントをした結果、その子たちにどんな形で学習に関わる指導計画を作っていく

かという、ある意味では、アセスメントの結果をきれいに指導計画に落とし込める、

そういうツールになっていきます。 

文科が定めているいわゆる指導計画と同等のフォーマットにうまく落とし込みが

できますので、教員にとっては非常に楽になっていく。それから、アセスメント、

これまでは教員の経験則で勝手にやっておりましたので、ある一定のツールという

ところですから、データベース持ってて大きな会社でございますので、その会社の

物の考え方によって、統計的に出てきている凹凸が明確に判断される。特に、へこ

んでいる部分を強調するわけではなくて、どちらかというと一生懸命やれるところ

を特に伸ばしていくためにどうしていくかというところに着眼点を置きながらの指

導計画をつくっていけるというものがあります。 

さらに、先生たちにとってみると、どうやって授業をするかということに関して

の教材、これも提供がその中でされていくというようなツールだとお考えいただけ

ればと思います。 

小 峰 委 員） 続けていいですか。 

教 育 長） どうぞ。 

小 峰 委 員） じゃあ、先ほど企業名はまだおっしゃらないということだったんですけれども、

選ばれた基準やどのぐらいの費用がかかるものかというところはお尋ねしてもよろ

しいでしょうか。 

教 育 長） これについては、予算面のところ、今すぐ分かりますか。 

学校教育課指導主事） すみません、ちょっと資料を探さなければならない状況です。 

教 育 長） 後ほどでいいです。 

小 峰 委 員） また何かの機会に聞ければと。 

教 育 長） そうですね。一定のこのツールを入れた理由というのは、もともと葉山の中でイ
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ンクルーシブをどういうふうな形で考えていくかということについて、これまでも

３年間、濵名課長ともいろいろ話をしてきた結果があるわけですが、一番の問題は、

先ほど申したとおり、子どもたちをどう見立てるかというところに軸、スケールが

存在してなかったことです。せいぜいできるのは、特別支援学校に教員として地域

センター機能がございますので、その方々に来ていただいて、ようやっと見立てを

していくという、時間もかかりますし、その間に子どもたちは毎日存在しているわ

けですから、アセスメントができるということによって子どもたちをどう見ていく

のか。子どもたちは、場合によっては年々どころか、毎日毎日というか、一月一月

成長もございますので、指導計画をどうつくっていくのかというものがほとんど存

在してなかったので、まず何かいいツールはないかなということで、大分探しまし

た。 

トータルラインとしてアセスメントができるところが簡易にできるものというの

が、まずほかの業者になかなか存在してないということ。それから、先ほど申した

とおりで、アセスメントをするに当たっては、相当のデータベースで材料を持って

るところじゃないと、こんなこと言うといけないのかもしれませんけども、少ない

データの中でのアセスメントというのは決していい話にはなりませんので、そこに

ついてのことではないもの。さらに言うと、本来筋の、いわゆる判定に関わるいわ

ゆる WAIS や WISC であるとかというきちっとした性格検査的なものについては相談

業務の中でやる、あるいは総合教育センターのしっかりとした臨床の方々にやって

いただく、あるいは医療に係るという形しかできませんので、その前段階として、

ツールを入れながら、よりいい形で子どもたちに対応できるようにしていく。 

教員にとっても、この子がどのようなところに、何に課題があるのか、これも保

護者の方ともヒアリングしながらつくっていくことになっていくと思いますので、

そういう意味では、パーフェクトなものではないですが、一定の指針が取れるもの

のツールとしての一つの認定がこの業者になるだろうということになっています。

ただし、これについても入札業務になっていきますので、基本的には一定のこちら

の要件を書いた上で、入札を最終的にしてくれるところがあって、そして導入とい

う形になっていくことだけは事実です。 

小 峰 委 員） 分かりました。 

教 育 長） よろしいでしょうか。 

ほかに何かご質問等ございますでしょうか。よろしいですか。 

それでは、ないようでございましたら、主な行事予定について、教育部長のほう

から説明させていただきます。よろしくお願いします。 

教 育 部 長） 令和６年４月 22 日（月）、湘三管内教育長会議。 

30 日（火）、県・市町村教育委員会教育長会議。 

５月２日（木）、楽校改革戦略会議、定例校長会議。 
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９日（木）、県町村教育長会総会。 

14 日（火）～15 日（水）、全国町村教育長会定期総会・研究大会。 

18 日（土）、体育祭（葉山中、南郷中）。 

22 日（水）、定例教育委員会（予定）。 

23 日（木）、学校施設あり方検討委員会。 

５月 22 日の定例会、教育委員会の予定はよろしいでしょうか。 

それでは、22 日、10 時の予定ということでよろしくお願いいたします。 

以上です。 

教 育 長） ありがとうございました。本来、1 週前に定例教育委員会ということだったんで

すが、14、15 日で全国の町村教育長会の定期総会がございまして、水曜日の 15 日

には文科のほうの施策説明という、非常に重要なものがある関係で日程をずらさせ

ていただいたこと、感謝申し上げたいと思います。よろしくお願いします。 

 それでは、以上をもちまして本日の日程は全て終了しましたので、これにて閉会

といたします。 

時刻は 11 時 33 分です。どうもありがとうございました。 


